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「ギブ」の精神を培う 
 「広報 アジア」（亜細亜大学、２０１６）を参考にしました。 

 社会で必要とされる人になるために、どの様な精神を学生時代に身に付けるべきか。その一つとして、自ら

がギブの行為を選び、見返りを主な目的にしない精神が挙げられる。何かをギブする時には、何を見返りに得

ることが出来るか、その可能性はどれだけ高いかという思考が働きがちだ。多くの場合、そこで短期的な損得

勘定をし、割に合わなければギブを止めてしまう。しかし、この考え方に凝り固まってはいけない。惜しみな

くギブする人は、周囲から認められ、求められ、信頼される。この協調関係はあらゆることを実現可能にする

基盤となる。 

 

 社会的交換という社会学概念がある。そこでは個人間のギブ＆テイクにおいて、お金や商品等の市場価値を

トレードする経済的交換とは区別し、お金に直結しない日常的な交換を対象とする。例えば「人助け」に対す

る「感謝の表明」等。長期的な関係を前提にすれば、相手に多くのことをギブする人は、将来において決して

見捨てられない。 

 

 ただし、自らがコミットする相手や組織は、慎重に見定めて選別しなければならない。人がギブに使えるエ

ネルギーは有限であり、有効に活用されるべきだ。また、ギブを悪用する相手や組織にコミットしてしまえば、

お人好しは裏切られる。現代社会ではコミュニケーションの手段が日々進化を続ける。誰もが家族や居住地域

での交流範囲を超えて活動する。不透明な情報による不特定多数とのやりとりにはチャンスと危険が混在す

る。万人と分け隔てなく接することは大事だが、盲目的なギブは良くない。熟慮に基づいた、選択的なギブで

あればなお良い。 

 

 海外でも、心を開いたギブの精神は万国共通で尊ばれる。国際交流の礎はそこにある。「海外経験は『心の

座標軸』を増やす」とは、日本国大使が発言した言葉だ。献身的な姿勢は、国内外の社会をより豊かに革新す

る源流でもある。その持ち主は自ずと高次の舞台へ飛躍する。学生時代に培う完成は一生失われない。自己実

現に向け、このことを大切に一歩ずつ挑戦してほしい。（下線は引用者） 

 

○無条件に人に何かをしてあげるのは、抵抗があることでとても難しい。「私は何ももらえないのに、どうし

てあげなきゃいけないの？」と思うのも当然だ。だが、本当に何ももらってないのだろうか。目には見えな

いが、「感謝」「信頼」等、社会で生きていくために必要不可欠な、相手と関係を作るための大切なものをも

らっている。 

○「海外経験は『心の座標軸』を増やす」＝新たな価値観を得られる、受け入れられなかったことが受け入れ

られるようになる、ということだろう。２年生のマレーシアでの見学旅行には、そういう意味もある。 

～ 真 路 を 探 究 す る ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の進路行事 
１１日（金） なるには説明会、保護者対象進路説明会 

１７日（木） ２年進路オリエンテーション 

２７日（日） 第５７回全商ビジネス文書実務検定試験 

           
                                          松田 大輝 

私は日本郵便で採用試験を受けることになりました。最初は自分のやりたい仕事を決めることができず焦っ

ていました。やってみたい職業はいくつかありましたが、その中から 1 つに絞ることができず悩んでいまし

た。そんな時に先生から郵便局を勧められ、やってみたかった職業の 1 つでもあったことから試験を受ける

決意を決めました。先輩が残してくれた報告書や履歴書を参考にして、面接練習や試験勉強を進めてきました。

面接練習は、うまく言葉をまとめることができなく、質問を受ける度に止まってしまい、試験前日まで練習し

ました。少しでも多くの採用試験にかかわる情報が欲しかったので、現在、郵便局に勤めている先輩に仕事の

内容や試験の対策について話を聞くなどしてきました。 

 試験当日は、緊張と不安で２０分前に試験会場に着いてしまいました。会場では面接担当の方が試験直前ま

で郵便局のことや職場についてを話していただきました。試験が始まると緊張で頭が回らなくなることもあり

ましたが、自分のペースで答えられるよう落ち着いて臨みました。面接は学校で何度も練習していたため、本

番では言葉が詰まることなく自分の思いを伝えることができ、緊張せずに悔いのない面接試験を受けることが

できました。 

 試験後は報告書を書き、通知を待っていました。通知を待っている時間が一番緊張しましたが、無事に内定

をいただくことができました。 

 来年の４月から郵便局での仕事が始まります。不安なことばかりですが、ニセコ高校で学んだことを活かし

頑張りたいと思っています。残り少ない学校生活を悔いのないように過ごしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生大学 
旭川大学、札幌大学、札幌国際大学、千歳科学技術大学、北翔大学  

北星学園大学、北海道科学大学、北海道情報大学、太成學院大學  

短期大学 
帯広大谷短期大学、札幌大学女子短期大学、国學院大學短期校、拓殖大学北海道 

短期校、函館大谷短期大学、北海道自動車短期大学 

専門学校 

大原専門学校、駒沢看護保育福祉専門学校、札幌青葉鍼灸柔整専門学校   

札幌 YMCA英語・コミュニケーション専門学校、せいとく福祉こども福祉専門学校  

北海道介護福祉専門学校、北海道経専専門学校（音楽・調理・医療事務・観光・動物） 

北海道ハイテクノロジー専門学校、宮島学園 

        ※指定校の学科や詳しい内容は進路相談室で確認しましょう。 

 

【就職】 

農業（自営）、青葉のまち 

日本郵便株式会社（北海道支社） 

中華レストラン広州屋台 

【進学】 

札幌スポーツ&メディカル専門学校 

 

 

 

 


